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本報告書は、文部科学省の「幼児期の教育内容等深化・充実調査研究」の委託費による委託業務とし
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はじめに 

 

このたびの幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針、小学

校以降の学習指導要領の改訂（定）により、幼児期からの教育全体を通して育みたい３つの資質・

能力が示されました。幼児期の教育と小学校教育を確実につなぐことにより、子どもたちが自ら

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となるための基礎を培う一体となった取組が求

められています。 

幼保小連携・接続のさらなる充実に向けて、幼児期の教育（幼稚園・保育所・幼保連携型認定

こども園等における教育）と児童期の教育（小学校等における教育）が円滑に接続し、体系的な

教育が組織的に行われることはとても重要です。本県においても、すべての子供が質の高い幼児

期の教育を受けることができるよう、福祉部局と連携を図りながら幼児教育の推進体制を整えて

いるところであり、平成２６年度に策定した「鳥取県教育振興基本計画～未来を拓く教育プラン

～」においても、「幼児教育の充実」を施策の一つとして掲げ、「発達や学びの連続性をふまえた

幼児教育の充実・発展」を重点取組としています。 

そこで、文部科学省事業「幼児期の教育内容等深化・充実調査研究」において、本県がこれま

で行ってきた取組や県内事例等の収集・分析を行うことにより、幼保小の接続カリキュラムの効

果的な取組等について調査研究を行いました。その結果、「幼保小連携・接続に向けた各自治体

の効果的な取組」及び「接続カリキュラムの編成における効果的な実践」について明らかにする

ことができました。 

この報告書に掲載されている成果が、幼保小合同研修会等において相互理解に基づいて編成さ

れる接続カリキュラムの充実・深化、市町村福祉部局と教育委員会の連携による幼保小連携推進

体制のさらなる整備・充実に向けた全国各地の取組に活用されることを願っています。 

最後になりましたが、本調査研究にあたり、御尽力、御協力いただきましたみなさまに、深く

感謝申し上げます。 

 

 

平成３０年３月 

 

鳥取県教育委員会教育長 山 本 仁 志 
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本報告書における用語について 

 

本報告書においては、鳥取県の現状を踏まえ、下記のように用語を用います。 

 

保育者    幼稚園・認定こども園・保育所等に勤務する幼稚園教諭・保育士・保育教諭等の資格・

免許状を有する者のうち、それらの資格・免許状を有することを必須条件とする任につく

者を総称して「保育者」と記す。 

 

教職員    小学校の教諭及び管理職等をまとめて述べる場合や、小学校区における連携の事例にお

いて、小学校の教諭及び幼稚園・保育所・認定こども園等の保育者をまとめて述べる場合、

「教職員」の表記を用いる。       

 

担任     クラスの担任をする保育者及び小学校教諭。幼稚園や幼保連携型認定こども園では担任

教諭と同義であるが、本報告書においては保育所におけるクラス担当者も含むため、「担

任」と表記する。 

 

教育・保育  幼稚園教諭のみを述べる場合には「教育」、保育教諭のみを述べる場合には「教育及び保

育」、保育士のみを述べる場合は、「児童の保育」とし、三者をまとめて述べる場合、鳥取

県及び本報告書においては、「教育・保育」と表記することとする。 

 

教育     断り書きを付せずに「教育」を単独で用いる場合、学校教育法に定められる「教育」を

指す。  

 

園児     幼稚園・認定こども園・保育所に入園・入所し在籍する子供。受け入れ年齢に係わらず、

在籍者を総称して「園児」を用いる。 

 

幼児     園児のうち、３歳児クラス、４歳児クラス、５歳児クラスに在籍する者。 

 

こども/子ども/子供  

 一般的な意味で用いる場合は「子供」と記す。法律やそれに伴う制度の名 

称として用いる場合や、既に発刊されている冊子、県内市町村の事例などと 

の統一を図る場合、「こども」「子ども」の表記を用いる。 

 

 

 

 

報告書内の事例については、各々の自治体の用語をそのまま使用しています。 
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第Ⅰ章 研究の概要 

１ 研究の背景 

（１）幼児教育と小学校教育の接続の現状

このたびの幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針の改訂（定）

により、小学校以降の学習指導要領との整合性及び連続性が図られた。また、幼児期からの教育全体

を通して育みたい３つの資質・能力を育むことが示され、子供の育ちと学びをつなぐ教育の充実が求

められている。 

「資質・能力」が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿として示された「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」は、保育者が指導を行う際に留意するものであると同時に、小学校教職員に

とっても児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうようにする教育活動の手がかりとなるも

のである。 

遊びを中心とした幼児期の教育（幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園等における教育）と、

教科等の学習を中心とする小学校教育では、教育内容や指導方法が異なっているが、子供の発達や学

びはつながっている。幼児期の育ち・発達や学びを小学校以降の教育につなぐために、幼保小連携・

接続のさらなる充実に向けて取組を進めることが必要と考える。子供の発達や学びの連続性を保障す

るため、幼児期の教育と児童期の教育が円滑に接続し、体系的な教育が組織的に行われることはとて

も重要である。 

 平成２８年度幼児教育実態調査（文部科学省初等中等教育局幼児教育課調べ）によると、全国の市

町村による幼小接続の状況としては、「年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を見

通した教育課程の編成・実施は行われていない。」（ステップ２）と回答した市町村が 57.6％と最も多

く、次いで「授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した教育課程の編成・実施が行わ

れている。」（ステップ３）は 18.2％と続いている現状である。全国の１,２４０市町村では、ステッ

プ３と「接続を見通して編成・実施された教育課程について、実施結果を踏まえ、更によいものとな

るよう検討が行われている。」（ステップ４）を合わせると 24.8％であり、今後さらに円滑な幼保小接

続の実施を図るカリキュラム（以下「接続カリキュラム」と示す。）の編成・実施・評価・改善が必

要であることが分かる。また、「平成２７年度の教育課程の編成にあたり、小学校との情報交換等の

連携を行った幼稚園」は、幼稚園全体の 59.5％（公立：70.8％、私立 52.9％）であり、公私立の関

係なく連携を推進し、小学校との情報交換を行うための体制を整える必要がある。 

（２）鳥取県内の現状

鳥取県は、人口約５６万４千人の全国で一番人口の少ない県である。平成２９年５月１日現在、国

公私立の幼稚園２０園、公私立保育所１６０園、公私立幼保連携型認定こども園２６園、認可外保育

施設（本県では、「届出保育施設」と表す。）３８園、市町村認可である地域型保育事業所２５園、国

公立小学校１２６校を有している。平成２８年度においては、幼稚園修了者割合が、17.1％と全国で

一番低く、反対に保育所修了者数割合が全国８位、66.6％と高くなっている（平成２８年度版「１０

０の指標から見た鳥取県」）。女性の社会進出、雇用形態の多様化等の要因もあり、保育所や幼保連携
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型認定こども園への入所、届出保育施設や地域型保育事業所へ就園している子供の数が増加する傾向

にあるなど、様々な施設形態から小学校へ入学する現状がある。 

 

平成２９年度には、県教育委員会と福祉部局との一層の連携を図り、本県における幼児教育の拠点 

機能を強化するため、「鳥取県幼児教育センター」を開設した。鳥取県幼児教育センターにおける業

務の一つとして、幼保小の円滑な接続に向けた効果的な取組等を調査研究することや、市町村行政担

当者や園及び小学校等の教職員を対象として、幼保小連携・接続に関する研修会を開催したり、各幼

稚園・保育所・認定こども園（以下、３施設をまとめて「園」と示す。）、小学校等への指導助言を

行ったりしているところである。 

 

平成２８年度に実施した「幼児教育調査」（県教育委員会実施）結果等から県内の幼保小連携・接

続の体制や接続カリキュラム編成の現状として以下のことが言える。 

・園、小学校それぞれが連携推進担当者を分掌の中に位置付けたり、年間連携（交流）計画を作成し 

たりするなど、体制整備が進んできている。 

・接続カリキュラムについては、平成２８年度までに園においては、60.2％、小学校においては、95.4％  

が編成済であり、前回調査（平成２４年度）と比較して、編成している割合が増えている。 

・接続カリキュラム編成にあたり、園と小学校の教職員の情報共有、研修会、協議等を行う必要があ 

る。 

・園において編成した小学校接続を意識したカリキュラム（以下、「アプローチカリキュラム」と示 

す。）と、園の教育課程・保育課程、指導計画（長期・短期）とのつながりが見えづらい。 

・小学校において編成したスタートカリキュラムが、担任・１学年のみのものとなっており、第１ 

 学年の年間指導計画や小学校全体の教育課程とのつながりが見えづらい。 

・編成した接続カリキュラムの改善が図られないままの場合もあり、園及び小学校の組織的・計画的

なカリキュラム・マネジメントの実施につながっていない。 

 

２ 研究の目的  

本調査研究においては、本県のめざす幼保小連携・接続の３つの柱「組織をつなぐ」「人をつなぐ」

「教育をつなぐ」のうち、特に、「教育をつなぐ」ための手段としての接続カリキュラム編成に関す

る調査・研究を中心に行うこととした。本調査研究では、幼保小接続の実施を図るカリキュラムの編

成等に関する課題や今後の取組の方向性を明らかにすることを目的としており、以下の２点で研究を

進め、考察することとする。 

 ○各園・小学校における接続カリキュラムの編成等幼保小連携・接続に向けた自治体の取組 

  ○接続カリキュラムの編成に関する効果的な取組 
   

３ 研究の方法  
  県内及び先進的な取組を行っている地域の接続カリキュラムの収集・分析を以下の内容で行う。 
 ・先進地視察による情報収集及び本県の取組との比較検討 
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・「鳥取県幼保小連携カリキュラム」に基づいて編成された実際の各園・小学校における接続カリ

キュラムの収集・分析による円滑な接続をめざす取組推進のための課題の明確化

・市町村の規模、状況に応じた支援体制と特色ある取組の検証

４ 研究体制 

  平成２８・２９年度「鳥取県幼保小連携推進モデル事業」実施市町村を中心に、それぞれの取組に 

ついての実践発表・グループ協議等を行うとともに、アドバイザーによる講義・指導助言等を受ける。 

また、本研究における調査研究実行委員会においても、幼保小連携・接続の方向性、実効性のある 

取組について情報交換しながら、各市町村の規模、実態に応じた特色のある接続カリキュラムの編成 

等に生かしていくこととする。 

事務局としては、鳥取県幼児教育センターが中心となりながら、運動領域を中心とする取組を推進 

するモデル市町村においては、県教育委員会事務局体育保健課もその取組を支援する。 

東部教育局 中部教育局 西部教育局

体育保健課

取 組 支 援 ・  指  導 助 言

小中学校課幼児教育担当

鳥取県幼児教育センター

《組織図及び体制図》

鳥取市
【醇風小学校区】
園 ３園
小学校 １校

「幼保小連携推進モデル事業」（H28・29）委託先

倉吉市
【全小学校区】
園 ２７園
小学校 １３校

日野町
【全小学校区】

園 １園
小学校 ２校

H29：若桜町
【全小学校区】

園 １園
小学校 １校
H28：境港市

調査研究実行委員会
実行委員（１０名）

「幼保小連携推進モデル事業」連絡協議会（2回）

委託先市町村の園・小学校の
希望する者が参加

＊実施小学校区以外の参加も可

幼保小連携推進モデル事業
実施市町村研修（２回）
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第Ⅱ章 研究の内容  

１ 県外の事例の収集と分析 

県外の先進的な取組を参考とするため、視察訪問し、情報提供いただいた資料を分析し、

幼保小接続のための効果的な取組を自治体ごとに整理して示し、以下の点について記載す

る。 

・【取組の特徴】として、自治体の規模、人口、幼保小連携・接続のための取組の経過等

について  

・自治体における幼保小連携・接続のための施策や事業、接続カリキュラム編成のための

効果的な取組（◇）  

（１）草加市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇０歳児から１５歳までの育ちと学びの連続性をとらえた計画的な体制づくり    

平成２７年２月に策定した「目指す『草加っこ』」（１５歳の姿）をもとに「草 

加市幼保小中教育指針」を作成。「生活」「人とのかかわり」「自ら学ぶ」の３つ

の柱について、具体的な取組事項を定めることにより、市が一体となって子供を育

てていくための指標を作成している。  

◇子どもの育ちを支える基本的な指導事項について、１５年間の見通しをもって

指導のねらいや指導内容の共有を図る。 

   ◇平成２４年度実施の保護者や教員対象幼保小の連携に関するアンケート調査を施 

策の基礎資料とし、保護者を巻き込んだ幼保小連携となっている。  

  〇幼保小接続の制度化及び共通実践するための体制整備      

   子ども教育連携推進委員会（内、幼保小中連携担当専門部会あり） 

    ・草加市幼保小中教育指針、草加市幼保小接続期プログラム作成 

子ども教育連絡協議会 

研究事業（研究委嘱団体）  

◇実践研究発表会、校区別意見交換会、接続期プログラム研修会等、必要に応じて 

悉皆研修を実施し、周知・徹底を図っている。  

〇「草加市幼保小接続期プログラム～心豊かに充実した小学校生活に向けて」に具体

   的な実践をまとめ、配布・情報発信 

「就学までに身に付けたい力」を「自ら学び（自ら学ぶ力）」「心豊かに（人と

かかわる力）」「たくましく（生活する力）」の３領域で示す。  

◇アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムそれぞれの作成のポイントを具

体的に示している。 

◇「幼児期の教育において小学校の学びの基盤となる経験」を３つの領域ごとに示

したり、「幼児期の教育と小学校教育のつながりのイメージ」を見開きのページ

で掲載し、左側に幼児期（５歳児）の姿や活動、右側に小学生（１年生）の姿を

様々な教科・領域等で示したりしている。  

◇「スタートカリキュラムハンドブック」に、編成の手順やカリキュラムの例、実

施上の留意点等を具体的に示している。 

【取組の特徴】  

 埼玉県東南部に位置し、南は東京都足立区に隣接している。人口は、約２４．８万

人。公立幼稚園の設置はなく、私立幼稚園が約 28％、公私立保育所の割合が全施設の

約 69％、認定こども園の設置数は２園である（インターネット調べ）。 

平成２４年７月実施の「草加市こども教育の連携に関するアンケート調査」をもと

に「目指す草加っ子」（１５の姿）を定め、０歳から１５歳までの一貫した教育、学

校段階間の円滑な接続に向けて教育委員会がリードして取組を推進している。  
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（２）栃木県幼児教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇幼保小連携推進に向けた施策・各種事業の計画的な整備 

「とちぎの幼児教育－とちぎの幼児の健やかな成長のために－」を毎年改訂  

  「栃木県教育振興基本計画 2020」における１５の施策の一つに「幼児教育の充実」を掲げている。 

【幼児教育における３つの主な取組】 

   ①幼児教育と小学校教育の連携の深化・拡充 

   ②教育・保育の質の向上 

   ③幼児期の子どもを持つ保護者への支援 

   ◇施策・事業の推進に当たっては、県・市町・各園・小学校の役割を明記しているため、各所属で重点的 

に取り組むべきことが明確である。 

栃木県幼小連携推進会議（年２回） 

    対象者：園・小学校及び家庭教育関係団体の代表者、県幼児教育関係課、市町幼児教育関係課の代表 

    内 容：施策・事業について実施状況を確認、課題とその解決について協議 

「幼小ジョイントプロジェクト」 

     県内７ブロック（２５市町）を毎年順番で委託。市町保育担当課と教育委員会が連携し、 幼小連携

（保育・授業参観を中心に）を行う。 

○幼児教育に関する役割の明確化による幼保小連携・接続の推進 

    県の役割として、「幼児教育センターを中心とした関係各課室の協力体制の構築」「市町との連携」「関

係団体との連携」と示したり、市町や園、小学校それぞれの役割を示したりしている。  

◇それぞれの責務を明文化し、方向性を明らかにしていくことが、全県展開をすすめるための切り札とな

っている。 

  ○幼児教育と小学校教育の連携の深化・拡充のための研修の実施 

   合同研修〔幼小〕 

    園と小学校教職員（１年担任または、連携推進担当者）が接続期のカリキュラムを持参して協議する。 

   ◇小学校教職員については、悉皆研修として実施するため、小学校教職員の幼保小連携の取組が浸透し 

ていく利点がある。 

   幼小連携推進者養成研修（年間５日） 

    平成２８年度から実施。小学校教諭２０名、園保育者２０名をペアにして、ジョイントカリキュラムを 

作成し、「栃木県の幼児教育と小学校教育をつなぐジョイントカリキュラム つなげよう！とちぎのこど 

ものまなび」を作成する。カリキュラム編成を通して、幼小連携の推進者に求められる資質向上を図る。 

◇園と小学校の２つの立場で子どもの学びや育ちを多面的に捉えてまとめている。 

（テーマの例：創造力・自己表現力を高める・自己肯定観を育てる・思考力・体力つくり等の２０項目） 

◇テーマを決めて、幼児期後期から小学校入学当初にかけて大切にしたいことを「子どもの姿」「保育

者や教師が大切にすること」「大切な経験や活動」の３つの視点で具体的に示している。 

◇紹介されている姿をもとに各園・各校でアプローチカリキュラム・スタートカリキュラムを編成する 

際の参考にすることができる。  

   教育・保育アドバイザー事業 

    県幼児教育専門員（２名・非常勤）と幼児教育センター指導主事が各園・小学校を訪問する。 

     

【取組の特徴】 

 人口は、約１９６万人。全施設のうち、公私立幼稚園が約 30％、公私立保育所の割合が約 54％、認定

こども園は約 16％である（インターネット調べ）。 

栃木県幼児教育センター設立１６年目。幼児教育の中核的施設として幼稚園、保育所、こども園、小

学校の連携を推進しながら、幼児期から児童期への円滑な接続と幼児期にふさわしい教育環境の整備を

めざし、取組を推進している。 
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（３）滋賀県教育委員会及び滋賀大学教育学部附属幼稚園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「学びの基礎指導の手引き」改訂版を刊行 

幼児期から小学校低学年において、「主体的に学ぶ姿勢」「学び方」「学習規範」の３つの要素で 

「学びの基礎」が確実に身に付くことを目的として刊行。 

◇幼・小・中すべての職員に配付。「学びの基礎」の３要素が幼児期と児童期でどのようにつなが

っていくかを概念図にし、共通のイメージが持てるようにしている。 

◇小学校低学年における指導のポイントが「安心・成長・自立」の視点で書かれており、小学校 

教職員にとっても活用できるものである。 

〇就学前教育（幼児教育）の質の向上及び円滑な接続に向けた事業の実施 

学びに向かう力推進事業 

幼児教育と小学校教育の接続に配慮した教育課程の編成、学びに向かう力の育成につながる指導 

内容や指導方法の工夫改善について実践的研究推進を行い、幼児教育の質向上と小学校低学年にお

ける授業改善を図るための事業。主体的・対話的で深い学びの視点を生かした保育・授業改善を進

め、学びの基礎の育成を図る。 

◇ブロックごとに指定校園を置き、公開保育・授業研究会を開催。園と小学校低学年担当が教育課

程の接続について研究協議、円滑な接続に資する指導の重点の共通理解・普及啓発を図る。 

◇研修に、小学校低学年担当等各校１名の悉皆参加を位置付ける。全就学前施設の約半数が幼稚園

であることから園・小学校双方における幼小連携について協議できる体制が整っている。 

  保幼小接続研修会 

年１回、全県の幼稚園・保育所・認定こども園・小学校教員等が参加する４００人規模の研修を 

実施する。 

◇県教委所管の公立幼稚園、公立小学校との連携を出発点とし、所管の異なる保育所、認定こども 

園、私立幼稚園の参加を継続して呼びかけている。 

◇小学校教職員においては、生活科教科主任会を兼ね、夏季休業に開催することにより充実してい

る。 

〇幼児教育推進体制 

  幼稚園・保育所間での人事交流の実施（１７市町／１９市町） 

「園長等運営管理協議会」（年２回実施） 

公私立幼稚園長、保育所長、認定こども園長等、市町教育委員会幼稚園担当者等約 ２００人 

◇園の独自性を大切にしながら、同時期に小学校のスタートを切る子供の支援者という意識を持て 

る場になっている。 

○滋賀大学教育学部附属幼稚園における保育研究 

教育課程の工夫・改善 
指導改善のキーワード「主体的・対話的で深い学び」について、幼小連携を意識したカリキュラ 

ムを編成する。  
○国立教育政策研究所教育課程研究指定事業（校種間連携）（Ｈ２９～３０）における取組 

学校・園の特性を生かした評価・検証を繰り返し、接続期のカリキュラム作成を目指す。園に小

学校から２名の交流人事を行う。 
◇今ある組織をどうつなげれば幼小双方にとって課題感、必要感ある連携となるのかを研究する。 

【取組の特徴】 
 人口は、約１４１．２万人。全就学前施設のうち、公立幼稚園が約 42％、私立幼稚園約 6％、

公私立保育所の割合が約 33％、認定こども園は約 18％である（インターネット調べ）。公私立幼

稚園が全体の約 48％であるが、約半数の１０市町において、幼稚園の主管課が首長部局へ移管す

る動きもある。 
滋賀県教育委員会幼小中教育課及び滋賀県総合教育センターを中心に幼稚園、保育所、こども

園、小学校の連携を推進しながら、幼児期から児童期への円滑な接続をめざし、事業や研修を推

進している。 
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２ 鳥取県内の接続カリキュラム等の事例の収集と分析 
  県内における各事例から分析した主にカリキュラム編成のための効果的な取組を市町村ごとに整理

して示すこととし、以下の点について記載する。  
・【取組の特徴】として、市町村の規模、人口、幼保小連携・接続のための取組の経過等について 
・実際の接続カリキュラムを通して、工夫、改善していると考えること（◆） 
・《成果と課題》として、担当者や教職員の実践発表や聞き取り等をもとに考えられること 

 
また、《成果と課題》については、「組織をつなぐ」「人をつなぐ」「教育をつなぐ」の３つの柱にそっ 

て分析し、記載することとする。  
 

 
（１）倉吉市の事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

【取組の特徴】 
鳥取県中部に位置し、人口は約４.８万人である。 
公私立や園種、校種の枠を越え、教育委員会が、

市内全ての園（２７）と小学校（１３）、保育担当

課で組織する「倉吉市幼児教育研究会」を設置し

たり、交流活動等の連携を小学校区で行ったりす

るなど、全ての園と小学校が連携できる体制づく

りを行っている。１校に多くの園から就学してい

る現状があり、円滑な接続に向けて教育委員会が

リードして取組を推進している。 

 
 

連絡体制の 
整備 

            ◇園だより・学校だよりによる情報交換 
            ◇小学校入学前の情報交換 
 
   
  教職員の       子どもの 
       相互理解       交流活動 
  ◇保育や授業の相互の参観           ◇幼児と児童の交流 
  ◇合同研修会                 ◇体験入学 
   
              一貫性のある 
    保育計画・指導計画の作成 

西郷小学校区 西郷保 ババール園 キンダーガーデン 倉吉東こども園 西郷小

河北小学校区 上井保 ひかり保 あゆみ保 鳥取短期大学附属こども園 河北小

明倫小学校区 倉吉西保 ひまわり保 聖テレジアこども園 明倫小

成徳小学校区 倉吉愛児園 めぐみ保 倉吉幼稚園 成徳小

上灘小学校区 どんぐり保 うつぶき保 上灘小

小鴨小学校区 小鴨保 西倉吉保 小鴨小

上小鴨小学校区 上小鴨保 上小鴨小

北谷小学校区 北谷保 北谷小

高城小学校区 高城保 高城小

社小学校区 社保 向山保 みのり保 社小

灘手小学校区 灘手保 灘手小

上北条小学校区 上北条保 上北条小

関金小学校区 関金保 関金小

《倉吉市幼児教育研究会》 

《各小学校区の園》 

    倉吉市連携推進体制 

公立保育園・私立保育園 

私立幼保連携型認定こども園・公立小
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○「倉吉のめざす子どもの姿」の作成・提示

どの園からどの小学校に就学しても、幼児期の豊富な体験によって身に付けた学びの基礎が各教科

の学びの力につながるようにするため、市で統一した「倉吉のめざす子どもの姿」を作成している。 
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倉
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子
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１
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→
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→
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→
８
月

→
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生 活 習 慣 食 育 運 動 安 全 自 己 発 揮 協 同 性 き ま り 地 域 愛 意 欲 探 究 心 表 現 学 習 規 律
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り
、
時
間
を

　
意
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し
て
、
感
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し
な
が
ら
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さ
ず
食
べ
る
。

○
自
分
の
力
を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
、
競
い
合
っ
た
り

　
力
を
合
せ
た
り
す
る
。

○
時
間
を
意
識
し
な
が
ら
生
活
を
す
る
。

○
農
業
体
験
・菜
園
活
動
等
で
収
穫
し
た
作
物
を

　
調
理
し
た
り
し
て
食
べ
る
喜
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を
味
わ
う
。

学 び に 向 か う 力

○
食
事
の
マ
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（箸
の
使
い
方
、
姿
勢
な
ど
）に

　
気
を
付
け
、
友
達
や
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育
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と
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緒
に
楽
し
く
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事
を
す
る
。

○
絵
本
や
物
語
に
親
し
み
興
味
を
持
っ
て
聞
き
、

　
イ
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ジ
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豊
か
に
す
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。

○
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験
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と
や
感
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た
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と
を
の
び
の
び
と
描
き
、

　
様
々
な
材
料
を
使
っ
て
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形
活
動
を
楽
し
む
。

○
歌
を
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っ
た
り
演
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し
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

　
体
を
動
か
し
た
り
し
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を
楽
し
む
。

○
五
感
を
働
か
せ
、
興
味
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持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

　
遊
び
に
触
れ
る
。

人 と 関 わ る 力

○
様
々
な
遊
び
を
通
し
て
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て

　
遊
ぶ
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と
や
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む
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○
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り
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や
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す
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む
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切
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生
活
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整
え
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。

○
友
達
や
保
育
者
に
明
る
く親
し
み
を
も
っ
て
、

　
あ
い
さ
つ
に
応
じ
た
り
返
事
を
し
た
り
す
る
。

○
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
絵
や
文
字
を
使
い

　
表
現
す
る
こ
と
を
楽
し
む
。

○
気
づ
き
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
友
達
と

　
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
、
実
現
す
る
喜
び
を

　
味
わ
う
。

○
自
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自
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○
日
常
生
活
の
中
か
ら
数
、
文
字
、
形
、
量
、
記
号
等

　
に
関
心
を
も
ち
、
遊
び
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し

　
む
。

　
（比
べ
る
、
分
け
る
、
関
係
づ
け
る
）

○
集
中
し
、
根
気
強
く取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
し
、

　
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
。

○
生
活
に
必
要
な
き
ま
り
に
つ
い
て
自
分
た
ち
で

　
考
え
、
理
解
し
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

○
身
近
な
動
植
物
や
自
然
現
象
に
興
味
や
関
心
を

　
も
ち
、
遊
び
の
な
か
に
取
り
入
れ
た
り
、
体
験
し
た

　
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
や
絵
な
ど
で
表
現

　
し
た
り
す
る
。

○
先
生
や
友
達
に
自
分
の
考
え
を
話
し
た
り
、

　
絵
や
文
字
で
か
い
た
り
す
る
。

○
声
の
大
き
さ
や
速
さ
、
姿
勢
や
口
形
に
も
注
意
し

　
て
、
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
。

○
身
近
な
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
先
生
や
友
達
に

　
順
序
よ
く話
す
。

○
家
庭
学
習
に
取
り
組
む
。

○
学
習
用
具
の
使
い
方
を
知
り
、
大
切
に
使
う
。

○
学
習
用
具
を
揃
え
、
忘
れ
物
を
せ
ず
に
登
校
す
る

○
４
５
分
間
の
学
習
に
慣
れ
、
進
ん
で
学
習
に

　
取
り
組
む
。

○
自
分
の
持
ち
物
は
、
自
分
で
準
備
・片
付
け
を
す

る
。

○
身
近
な
環
境
等
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
か
ら

　
関
わ
り
を
広
げ
、
新
し
い
事
柄
に
も
挑
戦
す
る
。

○
小
学
校
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
就
学
へ
の

　
期
待
を
膨
ら
ま
せ
意
欲
的
に
生
活
す
る
。

○
挿
絵
や
言
葉
、
文
章
な
ど
か
ら
想
像
す
る
楽
し
さ
を

　
味
わ
っ
た
り
、
語
彙
を
増
や
し
た
り
す
る
。

○
数
・量
・図
形
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
物
を
使
っ
て

　
感
覚
を
豊
か
に
し
た
り
、
数
量
や
そ
の
関
係
性
を

　
理
解
し
た
り
す
る
。

○
自
分
で
本
を
選
び
、
一
人
で
読
書
を
楽
し
む
。

○
身
の
回
り
の
自
然
や
事
象
に
触
れ
る
な
か
で
、

　
驚
き
や
発
見
な
ど
の
喜
び
を
感
じ
る
。

○
新
し
い
事
柄
や
苦
手
な
事
柄
に
も
挑
戦
す
る
。

○
「わ
か
っ
た
」と
い
う
喜
び
を
感
じ
、
進
ん
で
学
習

　
し
よ
う
と
す
る
。

○
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を

　
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す
る
。

○
友
達
の
気
持
ち
が
わ
か
り
、
思
い
や
り
を
も
っ
て

　
接
し
よ
う
と
す
る
。

○
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

○
年
長
に
な
っ
た
こ
と
を
友
達
と
喜
び
合
う
。

○
考
え
を
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
し
て
、
折
り
合
い
を

　
つ
け
て
遊
び
を
進
め
よ
う
と
す
る
。

○
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
通
学
す
る
。

○
地
震
･火
災
・不
審
者
な
ど
に
対
し
て
の
安
全
な
避

　
難
方
法
を
知
り
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
。

○
先
生
や
友
達
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く。

○
活
動
を
振
り
返
り
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や

　
頑
張
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
満
足
感
を
得
る
。

○
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
最
後
ま
で
話
す
。

○
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
と
み
ん
な
で
活
動
す
る
楽
し
さ
が

　
わ
か
り
、
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
。

○
友
達
と
一
緒
に
考
え
た
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

　
自
分
た
ち
で
遊
び
を
進
め
る
。

○
ル
－
ル
の
必
要
性
や
危
険
な
こ
と
に
気
付
い
て
、

　
意
識
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

○
遊
び
が
よ
り
面
白
くな
る
よ
う
に
友
だ
ち
と

　
意
見
を
出
し
合
う
。

視
点

観
点

○
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
き
ま
り
が
わ
か
り
、

　
安
全
に
気
を
付
け
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
。

　
（教
室
･廊
下
･遊
具
）

○
学
校
で
の
生
活
や
活
動
の
見
通
し
が
つ
くよ
う
に

　
な
り
、
自
主
的
に
行
動
す
る
。

○
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
協
力
し
な
が
ら
、
当
番
活
動
や

　
係
活
動
な
ど
の
仕
事
に
取
り
組
む
。

５
歳
児

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
手
が
か
り
を
見
な
が
ら
、

　
自
分
で
判
断
し
行
動
す
る
。

１
年
生

○
好
き
嫌
い
を
な
くす
よ
う
に
し
、
時
間
内
に
残
さ
ず

　
食
べ
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

○
明
る
く元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
す
る
。

○
「で
す
」「
ま
す
」を
使
っ
た
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を

　
し
よ
う
と
す
る
。

○
相
手
を
見
て
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
や
返
事
を

　
す
る
。

○
楽
し
い
学
校
生
活
と
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で

　
き
ま
り
を
考
え
る
。

○
倉
吉
の
め
ざ
す
子
ど
も
像

 
・確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
た
子
ど
も

 
・学
び
方
を
身
に
付
け
た
子
ど
も

 
・自
分
の
想
い
を
表
現
で
き
る
子
ど
も

 

・思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

 
・た
くま
し
い
体
を
つ
くる
子
ど
も

 
・倉
吉
の
よ
さ
を
感
じ
、
地
域
で
活
動
で
き
る
子
ど
も

 



◆５歳児と１年生前期の子供の成長する姿を「生活する力」「人と関わる力」「学びに向かう力」

の３つの観点、「生活習慣」「自己発揮」「意欲」等の視点で「めざす子どもの姿」を明らかに

しており、子供の姿がつながるものとなっている。  
◆３ヶ月を単位期間として作成しており、見通しをもった教育活動を行うことができる。 
◆A３版一枚にまとめており、見やすく活用しやすいものとなっている。 
◆市内の全園・全小学校に配布し、市教育委員会がリードして園と小学校の育ちと学びをつなぐ

際に活用されている。 
◆子どもの育ちや学びの姿を捉えるための共通の手がかりとして活用している。 

 
○取組シートの作成・共通実践 

    小学校区ごとに課題や「めざす子ども像」、共通して取り組む事項を明確にして作成している。 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

◆小学校区の子供の実態や課題の共有後、小学校区の「めざす子どもの像」を明確にしている。 
   ◆めざす子供の姿の実現に向けて重点取組を「子ども」「教職員」の視点で協議・決定しており、

小学校区での共通実践へとつながる分かりやすいものとなっている。  
   ◆年度末には小学校区の取組の成果と課題についてまとめるとともに、全小学校区の取組状況や

今後の取組について共通理解するなど、次年度に生かすものとなっている。 
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○年間連携推進計画の様式の統一

市教育委員会が作成した様式を活用し、小学校区で作成、実践、改善を進めている。

 

倉
吉
市
幼
保
小
接
続
【
連
携
推
進
】
〈
 
 
 
 
 
 
小
学
校
区
 
〉
 

 

 
 

月
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

１
 

２
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 目
指
す

 

子
ど
も
の
姿

 

園
・
学
校

 
担
当

 
長
 

園
・
学
校

 
担
当

 
長
 

園
・
学
校

 
担
当

 
長
 

園
・
学
校

 
担
当

 
長
 

園
・
学
校

 
担
当

 
長
 

交 流 活 動 教 員 ・ 保 育 士 同 士 連 携 

連
携
 

交
流
 

 
 

○
感
覚
統
合
を
引
き
出
す
運
動
や
遊
び
を
経
験
す
る
（
触
覚
・
前
庭
覚
・
固
有
受
容
覚
等
の
感
覚
統
合
）

 

・
戸
外
遊
び
・
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
・
リ
ズ
ム
運
動
・
プ
ー
ル
遊
び
・
水
遊
び
・
魚
つ
か
み
・
縄
跳
び
・
竹
馬
・
サ
ッ
カ
ー
・
リ
レ
ー
・
転
が
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
等

 

○
図
形
の
特
徴
認
識
を
す
る
力
を
育
て
る
（
図
形
操
作
、
色
、
形
、
数
、
大
き
さ
、
創
意
工
夫
）
・
形
板
、
積
木
、
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び

 

 
○
春
の
動
植
物
を
見
た
り
触
れ
、
自
然
の
中
で

遊
び
歩
き
健
脚
を
鍛
え
る
。

 

 

小
鴨
 

小 鴨 保 育 園 

園 長 ○ ○ 

５ 歳 児 担 当 
   ○ ○ 

◆
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿

 
 

 
 

 
 

 
・
豊
か
な
心
を
持
つ
子
ど
も

 

・
挨
拶
、
返
事
が
出
来
る
子
ど
も

 

○
年
長
組
に
な
っ
た
喜
び
を
持
ち
な
が
ら
、
友
だ
ち
や
異
年
齢
児
と
の
遊
び
を
楽
し
む
。

 

 
 
・
に
こ
に
こ
デ
ー
・
戸
外
遊
び
・
お
散
歩
 

○
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
る
・
年
下
の
友
達
の
お
世
話

 

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
・
ま
ま
ご
と
・
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

 
 

○
創
作
劇
を
み
ん
な
で
作
り
表
現
す
る
・
話
し
合
う
力
・
教
え
合
い
、
支
え
合
い
、
頑
張
る
力
を
身
に
つ
け
る

 

○
歌
や
合
奏
・
絵
画
・
制
作
活
動
を
通
し
表
現
を
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

 

  

○
秋
の
自
然
物
を
見
た
り
触
れ
た
り
収
穫
し
て
遊
ぶ

 
 

○
目
的
地
ま
で
歩
く
事
で
健
脚
を
鍛
え
る

 

 

○
文
字
、
数
字
に
興
味
関
心
を
持
ち
知
的
発
達
を
促
す
・
か
る
た
、
ト
ラ
ン
プ
、
す
ご
ろ
く

 

○
手
指
の
巧
緻
性
を
身
に
つ
け
る
・
あ
や
と
り
、
こ
ま
回
し
、
ラ
キ
ュ
ー
、
編
み
物

 

西 倉 吉 保 育 園 

○ ○ 

５ 歳 児 担 当 

  ○ ○ 

小 鴨 小 学 校 

○ ○ 

１ 年 １ 組 ○ ○ 

  ２ 組 ○ ○ 

  ３ 組 ○ ○ 

○
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
・
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
・
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
折
り
合
い
を
つ
け
る
経
験

 

○
食
育
を
通
し
植
物
の
成
長
を
知
る
。
命
の
大
切
さ
、
健
康
へ
の
意
識
を
身
に
つ
け
る

 

・
野
菜
作
り
・
労
働
・
ク
ッ
キ
ン
グ

 

○
微
細
運
動
を
育
て
る
・
お
絵
描
き
、
は
さ
み
、
の
り
、
セ
ロ
テ
ー
プ
を
使
い
制
作
、
粘
土
、
折
り
紙
、
塗
り
絵
、
拭
き
掃
除

 

 

平
成
29
年
度
 ○
言
葉
を
育
て
る
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
図
書
館
で
絵
本
に
触
れ
借
り
る
経
験
（
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
）

 

○
冬
の
自
然
を
知
る
・
凧
上
げ
、
雪
遊
び
、
氷
作
り

 

 

○
１
年
生
に
な
っ
た
よ
④

 

・
元
気
に
学
校
に
行
け
る
か
な

 

・
学
校
の
一
日

 

・
安
全
に
気
を
つ
け
て

 

・
仲
良
く
遊
ぼ
う

 

 

○
学
校
と
友
だ
ち
⑪

 

・
学
校
探
検
に
行
こ
う

 

・
探
検
し
た
こ
と
を
放
そ
う

 

・
学
校
の
周
り
を
歩
い
て
み
よ
う

 

○
ひ
と
つ
ぶ
の
た
ね
か
ら
④

 

・
種
を
ま
こ
う

 

・
世
話
を
し
よ
う

 

○
さ
あ
、
み
ん
な
で
で
か
け
よ
う
⑧

 

・
み
ん
な
の
遊
び
場
で
楽
し
も
う

 

・
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

 

○
だ
い
す
き

 
な
つ
④

 

・
水
や
土
で
遊
ぼ
う

 

・
お
気
に
入
り
の
場
所
を
教
え
よ
う

 
 

・
夏
休
み
を
楽
し
も
う

 

○
い
き
も
の
と
な
か
よ
し
⑥

 

・
生
き
物
に
会
い
に
行
こ
う

 

・
仲
良
し
を
紹
介
し
よ
う

 

○
ひ
と
つ
ぶ
の
た
ね
か
ら
⑥

 

・
み
ん
な
に
伝
え
よ
う

 

・
秋
植
え
の
作
物
を
植
え
よ
う

 

○
ひ
ろ
が
れ

 
え
が
お
⑧

 

・
家
の
人
の
笑
顔
を
見
つ
け
よ
う

 

・
ど
う
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
な

 

・
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

 

○
た
の
し
も
う

 
あ
き

 

・
夏
か
ら
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う

 

・
作
っ
て
楽
し
も
う

 

・
み
ん
な
で
秋
を
楽
し
も
う

 

○
た
の
し
さ
み
つ
け
た
よ

 
ふ
ゆ
⑬

 

・
寒
く
て
も
平
気
、
外
に
出
よ
う

 

・
冬
休
み
に
楽
し
も
う

 

・
北
風
と
遊
ぼ
う

 

○
む
か
し
の
あ
そ
び
を
た
の
し
も
う
④

 

・
た
こ
揚
げ
を
し
よ
う

 

・
地
域
の
人
に
教
え
て
も
ら
お
う

 

○
も
う
す
ぐ
２
年
生
⑫

 

・
１
年
間
を
振
り
返
ろ
う

 

・
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

 

・
新
し
い
１
年
生
を
む
か
え
よ
う

 

・
5/
20
（
土
）
 

運
動
会
 

5
/2
3（
火
）
 

連
絡
会
 

学
習
参
観
と
懇
談
会
 

4
/2
5（
火
）
 

・
参
観
日
 

・
保
育
参
加
 

 
小
鴨
保
育
園
 

 
西
倉
保
育
園
 

9
/1
2（
金
）
 

・
参
観
日
 

1
0/
2
0（
金
）
 

・
学
習
発
表
会
 

運
動
会
 

・
小
鴨
保
育
園
10
/7
（
土
）
 

・
西
倉
保
育
園
9/
16
（
土
）
 

 

1
1/
1
9（
日
）
 

・
日
曜
参
観
日
 

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

1
2/
8（
金
）
 

・
参
観
日
 

発
表
会
 

・
小
鴨
保
育
園

12
/9
（
土
）
 

・
西
倉
保
育
園

12
/2
（
土
）
 

 

移
行
支
援
会
議
 

3
/1
2（
月
）
 

・
引
き
継
ぎ
会
 

・
5/
13
（
土
）
 

保
育
参
加
日
 

西
倉
保
育
園
 

・
6/
7（
水
）
 

保
育
参
加
日
 

小
鴨
保
育
園
 

・
6/
26
（
月
）
 

幼
保
小
連
絡
会
 

・
6/
14
（
水
）
～
15
（
木
）
 

学
校
公
開
 

七
夕
祭
り
 プ
ー
ル
交
流
７
月
 

１
組
・
３
組
：
小
鴨
保
育
園
 7
/（

 
）
 

２
組
：
 
 
 
西
倉
保
育
園
 7
/（

 
）
 

一
緒
に
遊
ぼ
う
９
月
 

１
組
・
３
組
：
小
鴨
保
育
園
 ９

/（
 
）
 

２
組
：
 
 
 
西
倉
保
育
園
 ９

/（
 
）
 

 

秋
を
見
つ
け
よ
う
 
11
/（

 
 
）
 

 
・
小
鴨
保
育
園
２
グ
ル
ー
プ
 

 
・
西
倉
保
育
園
１
グ
ル
ー
プ
 

 
・
１
組
と
小
鴨
保
育
園
Ａ
 

 
・
２
組
と
西
倉
保
育
園
 

 
・
３
組
と
小
鴨
保
育
園
Ｂ
 

就
学
時
健
康
診
断
 

2
/8
（
木
）
 

・
体
験
入
学
 

○
民
生
児
童
委
員
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
と
触
れ
合
い
、
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
む
。

 

 
 
・
野
菜
の
苗
植
え
・
ひ
ま
わ
り
の
種
植
え
・
伝
承
遊
び
・
創
立
記
念
日
・
お
茶
会

 

○
農
業
体
験
を
し
、
命
の
大
切
さ
、
食
の
大
切
さ
を
知
る
（
農
業
青
年
会
議
と
の
交
流
）

 

 
 
・
さ
つ
ま
い
も
作
り
・
米
作
り

 

○
老
人
施
設
・
障
が
い
者
施
設
と
の
交
流
に
よ
り
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
。
 

 

○
運
動
遊
び
を
通
し
て
順
番
や
ル
ー
ル
を
守
る
楽
し
さ
を
知
り
体
力
を
つ
け
る
。

 

 
 
 
ち
ゃ
れ
き
ん
ぐ
・
水
泳
・
マ
ラ
ソ
ン
・
組
体
操

 

○
毎
月
の
お
茶
会
を
通
し
て
、
日
本
に
伝
わ
る
文
化
を
知
る

 

 ○
食
育
を
通
し
て
、
食
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
。

 

 
 
 
・
食
育
の
日
・
さ
く
ら
食
堂
・
野
菜
作
り

 

 
 

○
楽
器
に
触
れ
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

 

 
 
 
・
合
奏
・
マ
ー
チ
ン
グ

 

○
就
学
へ
期
待
し
、
自
覚
や
自
信
を
持
っ
て
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
む

 

 
 
・
当
番
活
動
・
掃
除
・
合
同
音
楽
会
・
お
別
れ
茶
会
・
お
別
れ
遠
足

 

 
 

 
 
 

 

○
自
然
物
を
遊
び
に
取
り
入
れ
て
作
っ
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
遊
ぶ
。

 

 
○
園
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
に
喜
び
を
感
じ
る
。

 

 
 
 
・
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
・
放
送
当
番
・
布
団
敷
き

 

○
友
だ
ち
と
一
緒
に
音
色
や
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
中
で
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

 
 
・
合
奏
・
踊
り
・
マ
ー
チ
ン
グ

 

○
生
活
の
中
で
、
文
字
や
数
字
、
記
号
に
興
味
を
持
つ
。

 
 

 
 
 

 

○
文
字
や
数
字
に
興
味
を
持
ち
、
読
ん
だ
り
書
い
た
り
し
て
楽
し
む
。

 

 
 
・
郵
便
屋
さ
ん
ご
っ
こ
・
ぐ
ん
ぐ
ん
た
い
む
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

 

 
 

 
 
 

 
○
毎
週
の
英
語
教
室
を
通
し
て
、
異
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
。
 

 
 

読
み
聞
か
せ
活
動
 

 
・
毎
月
：
第
１
月
曜
日
 

 
・
８
：
２
０
～
８
：
３
０
 

 
・
保
育
士
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
 

 
・
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

 
 

 
１
組
：
小
鴨
保
 

 
 

 
２
組
：
西
倉
保
 

 
 

 
３
組
：
担
任
等
 

 
・
そ
の
後
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
 

図
書
館
に
行
っ
て
み
よ
う
 

 
・
小
鴨
保
育
園
：
毎
月
１
回
 

 
・
西
倉
保
育
園
：
学
期
１
回
 

 

※
日
時
の
設
定
は
、
保
育
園
と
榎
先
生

と
の
連
絡
で
決
定
し
て
い
く
。
 

食
育
の
日
の
取
り
組
み

 
 
・
毎
月
１
９
日
に
実
施
。
 

 
 

 
➀
ご
飯
の
と
き
に
「
テ
レ
ビ
を
消
そ

う
」
 

  
➁
そ
の
日
は
「
お
手
伝
い
を
し
よ
う
」
 

  
※
保
護
者
配
布
文
書
（
デ
ー
タ
）
を
小

鴨
保
育
園
か
ら
送
る
。
 

親
子
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ
ー
ク
 

 
・
年
間
２
回
実
施
 

 
・
５
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
決
め
て
取
り
組

む
 

 

※
保
護
者
配
布
文
書
（
デ
ー
タ
）
を
小

鴨
小
学
校
か
ら
送
る
。
 

 

1
2/
2
6（
火
）
 

保
育
園
に
行
っ
て
活
動
し
よ
う
 

小
鴨
保
育
園
へ
行
こ
う
 

西
倉
保
育
園
へ
行
こ
う
 

 

幼
保
小
で
共
通
し

て
行
う
取
り
組
み
 

年
長
 

小
鴨
保
：
２

４
 西
倉
保
：
２

１
 

１
年
生
 

１
組

 
：
２

２
 ２
組

 
：
２

１
 ３
組

 
：
２

１
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◆校区の「育てたい子供の姿」につながる計画となっている。

◆園の数や取組の重点等に合わせて活用しやすいものへ工夫・改善を行っている。

◆小学校と校区全ての園を並べ、生活科の学習の年間計画と園の年間計画を一覧にしているため、

幼保・小の教育内容のつながりが分かりやすい。また、園同士の交流にもつながっている。

◆園児と児童の交流活動や教職員の連携が年間計画に位置付けられ、見通しをもった継続的な活

動を行うことにつながっている。

○交流実施計画の様式の統一

 園児と児童の交流活動を実施するにあたり、互恵性のあるものとするため、保育者と小学校教職

員の事前の話合いを重視し、「交流実施計画」を作成している。

◆園児・小学生それぞれのねらいを明確にして活動を行っている。

◆「ねらい」を踏まえ、「評価」「配慮や支援」についてもそれぞれ具体的に記載している。

◆記載項目を協議・決定しており、工夫したものとなっている。

◆それぞれの発達段階を踏まえて、教職員の役割を明確にした活動案を作成している。

◆交流実施計画作成を通して、園と小学校の教職員が事前の打合せや協議を行うことが、相互理

解につながっている。
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《成果と課題》 

成果 

組織をつなぐ 人をつなぐ 
・教育委員会が主体となった取組により、公・私立保育所、認定こども園の区別なく、全園と全小

学校が連携できる体制が整った。 
・「倉吉市のめざす子どもの姿」「年間連携推進計画」などの様式の統一が、市全体で幼保小連携を

推進する土台となっている。 
・小学校区での園長、校長の連携が進み、日常的に情報交換をしたり、保育や授業を参観し合った

りする機会が増えた。また、小学校区の子供の実態や課題に合わせた共通実践が行われたことに

より、家庭や地域を巻き込んだ実践に広がるなど、校区の特色ある取組となっている。 
教育をつなぐ 
・「年間連携推進計画」により、園での活動や小学校の学習について相互理解したり、教育のつな

がりを意識した交流活動を行ったりすることにつながっている。 
 

 課題 

・教育委員会のリードにより、市全体としての幼保小連携・接続の取組が進んだといえる。さらに

教育内容をつながりのあるものとするための取組が必要と考える。今後は、この基盤を生かして、

円滑な幼保小接続に向けて、小学校区の園と小学校がつながりのあるカリキュラムの編成および

実施、評価、改善の取組を実施することが重要である。 
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（２）日野町の事例 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「日野町学びの基礎を育むプログラム」による一貫して育てたい力の共有 

町の子供に付けたい力を明確にし、０歳から１５歳までの育ちを見通した一貫した教育を行う体 

制を整えている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆４つの育てたい力を示し、それぞれの重点を明確にしているため、分かりやすいものとなって 

いる。 

◆町内の全教職員に周知され、それぞれの立場での実践につながるものとなっている。 

◆教育委員会が主体となった町の組織体制が確立し、活動計画により推進体制が軌道に乗ってい

る。（日野町保小中一貫教育推進委員会、保小・小小連携推進部会）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年度 保小・小小連携推進部会活動計画 

１ 本年度の取組 

 
 容内組取  

教育振興基本計画 

取組方策・内容 
年度末到達目標（値） 

(1) 保小交流会、保小連絡会、保育参加の実施と改善 ２－６（４） 
目的を明確にし、年 3 回

（各小 3、保 6）実施 

(2) 小小連携事業（交流会等）の実施及び改善 ２－６（５） 
各校の実態を考慮して内

容を検討し、各学年で実施 

(3) 小小合同授業研究会の実施 
２－７ 

（１）（２） 

年 2 回実施 

9/29、10/20 

(4) 保小接続カリキュラムの活用と見直し ２－６（４） 
実践記録を追加するなど

改訂版の発行（2 月末） 

【取組の特徴】 
鳥取県西部に位置し、人口は約０.３１万人である。 
平成２３年４月、幼児期の育ちを小学校へよりなめらかにつなぐための体制づくりとして、

保育所の所管を町長部局（健康福祉課）から、教育委員会部局へ移管、同時に「日野町子ど

も１５年プラン」を制定し、０歳から１５歳までの一貫した教育に取り組んでおり、 町教育

委員会が、町内の園（１）と小学校（２）、中学校（１）を所管している。保小連携について

は保小中一貫教育の一つとして「日野町教育大綱」「日野町教育振興基本計画」に位置付け、

事業を推進している。 

－ 28－－ 27－

第
Ⅲ
章
　
鳥
取
県
内
の
実
践
例
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◆活動計画では、保小交流会の回数等について数値目標をあげており、日野町教育振興基本計画

とつながる一貫した計画である。

◆連携推進に向けて活動が見通せるようになっている。また、接続カリキュラムに関して、「保

小接続カリキュラムの活用と見直し」が位置付けられており、次年度へつなげるための工夫が

行われている。

○改訂版「日野町保小連携推進計画（保小連携プログラム）」の作成・発行

保小・小小連携推進部会が中心となって、平成２９年度には「日野町保小連携推進計画（保小連 

携プログラム）」の改訂版を発行している。 

  保小連携プログラムのイメージ図 

教職員の共通理解・共通実践に向けて、教育委員会が中心となって「保小連携プログラム」のイ 

メージ図を作成している。

◆教育目標、スローガン、育てたい４つの力、保小連携の３つの視点を示し共通理解が図られる

ようにしている。

◆スローガンは、教職員を主体とした表現となっており、意識の向上とともに具体的な取組の推

進につながっている。

◆本イメージ図は、新幼稚園教育要領に明記された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

位置付けたものとなっている。

◆幼児期の教育における「５領域」と小学校教育における「各教科等」の位置付けも行われてお

り、教職員にとって参考となる。 

― 14 ―

　保小連携プログラムのイメージ図 教育目標：心豊かに たくましく羽ばたく 日野の子の育成

育みたい資質・能力

日野町学びの基礎を育むプログラム 育てたい４つの力

基本的な生活習慣 コミュニケーション力 自尊感情 セルフコントロール力

スローガン：『遊びの中の豊かな学び』を『主体的な学び』へとつないでいこう！

知識及び技能の基礎

思考力、判断力、表現力等の基礎

学びに向かう力、人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

保
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

職員の連携・交流

保育所 現在を最も良く生き、望ましい未来を

つくり出す力の基礎を培う

小学校

生きる力を育む生

在を最も良く生き、望ましい未来を

り出す力の基礎を培う
スタートカリキュラム

アプローチカリキュラム

保小連携の３つの視点

学校生活適応 学びの連続性 互恵性

学習や活動を通した交流、互恵性のある活動（年長児と１年生、５年生との交流、体験入学 等）

保小連絡会、合同研修会、保育参加、保育参観・授業参観、保育所・小学校コーナーの設置、たよりの交換 等

遊びを通しての総合的な指導 学校教育全体並びに各教科等の指導

園児、児童の交流活動

くり

健康

り出す力りり

人間

関係

表現 環境

言葉

協同性自立心健康な心と体
道徳性・規範意識の

芽生え

社会生活との

関わり

数量・図形、文字等

への関心・感覚

自然との関わり・

生命尊重

思考力の

芽生え

言葉による

伝え合い

豊かな感性と

表現

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

各

教科

道徳

特別

活動



アプローチカリキュラム

期間を１月から３月として、子供の育ちと学びをつなぐための取組を行っている。 

アプローチカリキュラム

１月

活動名 ねらい
の

姿

育てた

い力
主な内容 環境・構成

連携に向けた保育士の援助

（３つの視点との関連）
関連する行事

自分の身を

守ろう

・色々な活動や体験を通して、

危険なことから身を守り、安

全な行動がとれる。○健

・自分でよいこと悪いことを

判断し、危険のないよう行動

する。○人

ア

エ

・安全かるたを楽しむ。

・火災のときの避難の

仕方を練習する。

・交通安全かるたを

かるた置き場に設

置する。

・必要に応じてクラス全体で考え、安

全意識を高め自分の身を守るととも

に、まわりの安全をも考えて行動で

きるようにしていく。Ａ Ｃ

火災避難訓

練

寒さに負け

ない丈夫な

体をつくろ

う

・寒さに負けず積極的に体を

動かし、体力・運動能力を高

める。○健 ○環

・自分の体に関心をもち、健

康な生活に必要な習慣や態

度を身に付ける。○健

ア ・戸外遊びや、マラソ

ンを楽しむ。

・手洗いうがいの練習

をする。

・遊戯室や園庭にラ

インを準備する。

・「早寝、早起き、

朝ご飯、履き物そ

ろえ」の大切さに

ついて話をする。

・冬の感染症につい

て通知する。

・体を動かす遊びを工夫し楽しさを味

わえるような時間設定をする。Ｂ

・生活習慣を整え、生活リズムの大切

さを分かりやすく伝えていきなが

ら、進んで行う姿はほめてクラス全

体に伝えていく。Ａ

・ねらいによるうがいの方法の違いを

理解できるように、その都度知らせ

ていく。Ａ

友達と一緒

に正月あそ

びを楽しも

う

・友達の中で自分の思いを主

張したり、認め合ったりしな

がら遊びや活動を発展させ

る。○人 ○言

・正月遊びを十分に楽しむ中

で、用具を大切にしたり決ま

りの大切さに気付き守ろう

としたりする。○人

ウ

エ

・遊びや活動の中で感

想を発表したり相談

したり話し合ったり

する。

・正月遊びを楽しむ。

・感想を発表した

り、相談したり話

し合ったりする場

を設定する。

・大縄跳び、短縄

・かるた、すごろく、

こま、けん玉等正

月の遊び道具を準

備する。

・一人一人が思いを出し合い、よさを

認め合って遊びや活動が進められる

よう、必要に応じて助言したりヒン

トを出したりする。Ａ Ｂ

・率先して遊ぶとともに、冬休み中に

正月遊びを体験した子供の姿も引き

出し、他の子どもへの刺激にしてい

く。Ｂ Ｃ

大縄跳び披

露

紙芝居

発表会

（個人技）

かるた取り

会

地域の人と

一緒に楽し

もう

・地域の様々な人と関わり親

しみをもつ。○環

オ ・高校生との交流を楽

しんだり、地域の人か

ら餅つきのやり方を

教わったりする。

・子どもの気持ちに共感しつつ、喜び

や悲しみを感じる場面やその表現に

注意を払い、思いやりの気持ちを育

てていく。Ａ

餅つき大会

文字・数・量

図形を使っ

たあそびを

楽しもう

・毎日の生活の中で文字・数

量・図形等への関心を深め、

それらを使った遊びや生活

を楽しむ。○環 ○表

カ

ク

・時計を見ながら時間

を意識して生活する。

・形づくり・パズル

・時計の模型や数と

ひらがなの積木等

をいつでも見られ

るところに設置す

る。

・一人一人の理解に応じ、必要な読み

方や意味を分かりやすく伝えてい

く。Ｂ

数字の歌

冬の自然を

感じ行事を

楽しもう

・冬の自然や季節の行事への

関心を深め、冬らしさを感じ

取る。○環

キ ・以上児によるかるた

取り会や餅つき会、七

草粥等の行事を楽し

む。

・冬らしい事象を見付

けることを楽しむ。

・様々な機会に、季

節や行事に対する

話題を提示する。

・散歩や戸外遊びの

時間を確保する。

・話の中に伝統行事の話題を取り入

れ、関心をもたせるようにする。Ｂ

・戸外遊び等で自然の変化に気付かせ

ていく。Ｂ Ｃ

・見付けたときの喜び、触った感触、

集める楽しさ、調べる発見等、その

日その場のタイミングを逃さず取り

入れていく。Ｂ

たきび、お

正月、雪等

季節の歌

かるた取り

会

餅つき会

七草粥

言葉や文字

で伝えよう

・言葉や文字で伝える楽しさ

を味わう。○言

・考えや思いを言葉でやり取

りする。○人 ○言

ケ ・したことや感じたこ

とを話して伝え合っ

たり、文字に書いて伝

えたりすることを楽

しむ。

・ひらがな積木や

表、カード等を用

意し、いつでも見

られるように設置

しておく。

・活動の後や終わり

の会等で思いを伝

え合う場を設定す

る。

・筋道や考えを整理して、相手に分か

るように話すにはどうすればよいか

を一緒に考え、必要に応じ適切な言

葉を補っていく。Ａ Ｂ

紙芝居・絵

本づくり、

紹介

絵本を楽し

もう

・絵本を見たり聞いたりして

想像する楽しさを味わう。○言

○表

ケ ・お話会や司書、保育

士よる読み聞かせを

楽しむ。

・読み聞かせを受け

た本を室内や園内

に掲示し、何度も

手に取れるコーナ

ーを設置する。

・話の内容を吟味して、興味をもって

物語の世界が楽しめるようにしてい

く。Ｂ

お話会

歌って踊っ

て楽しもう

・歌を歌ったり好きな曲を聴

いたりして音楽の楽しさを

味わう。○環 ○表

コ ・歌やダンスの会で音

楽の楽しさや体を使

った表現を楽しむ。

・一緒に歌ったり踊ったりするととも

に、聞いた曲や聞かせたい曲を食事

中にかける等し、音楽に親しむ機会

を多く設ける。Ｂ Ｃ

歌の会

ダンスの会

つくって楽

しもう

・色々な素材を用い、試した

り工夫してつくったりする

ことを楽しむ。○環 ○表

コ ・お正月休みにしたこ

との絵をかいて楽し

む。

・色紙や画用紙の切

れ端、様々なペン

等を手にとれるよ

うに準備してお

く。

・道具の使い方、片付け方等、必要に

応じて知らせていく。Ａ Ｂ

☆保育内容の５領域 【健康…○健 人間関係…○人 環境…○環 言葉…○言 表現…○表】

☆幼児期の終わりまでに育ってほしい姿【健康な心と体…ア 自立心…イ 協同性…ウ 道徳性・規範意識の芽生え…エ 社会生活との関わり…オ 思考力の芽生え…カ

自然との関わり・生命尊重…キ 数量等への関心・感覚…ク 言葉による伝え合い…ケ 豊かな感性と表現…コ】

☆日野町学びの基礎を育むプログラム≪育てたい４つの力≫【基本的な生活習慣…１ コミュニケーション力…２ 自尊感情…３ セルフコントロール力…４】

☆保小連携３つの視点 【学校生活適応…Ａ 学びの連続性…Ｂ 互恵性…Ｃ】 
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◆保小連携の３つの視点（学校生活適応Ａ、学びの連続性Ｂ、互恵性Ｃ）をはじめ、育てたい４

つの力、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連等を示しており、「保小連携プログ

ラム」と一貫性のある内容となっている。

◆カリキュラムの下に、イメージ図に基づいて内容を見とれるよう早見表を配置することで、小

学校との共通軸での見取りが可能となっている。

◆園で活用してきた月案に、保小連携の視点を意識して記載することで、実際の保育活動におけ

る連携が具体として表されている。

「実践事例」 

「保小連携プログラム」には、「実践事例」が掲載されており、どのような活動が行われたのか

が、園・小学校の教職員に分かるものとなっている。以下にその一例を紹介する。 
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発表会をしよう

実施時期 月

ねらい

・友達と一緒に考えたり工夫したりして取り組む楽しさを味わう。【人間関係・環境】

・友達と互いの良さを認め合い自信をもって取り組む。【人間関係】

・人前で自分を表現し、達成感を味わう。【表現】

主な の姿
協同性 社会生活との関わり 思考力の芽生え 数量等への関心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

育てたい力 コミュニケーション力 自尊感情 セルフコントロール力

保小連携の視点 互恵性

これまでの経験

・今までに年長児の発表を見て、自信をもって活動する姿に憧れをもっている。

・たのしみ会で劇、ダンスを発表し、やり遂げる心地よさを感じている。

・様々な素材の特性に気付き、イメージに合った物を使って衣装や道具などを作る

ことを楽しんでいる。

・自分たちで相談し人形劇や会を進めていこうとしている。

・友達同士で見せ合い、認め合ったり励まし合ったりすることで意欲が高まってき

ている。

環境の構成

・頑張っているところ、よいところなどを友達同士で気付くことができるように、

互いに見合えるような場所の構成をする。

・友達と一緒に考えたり工夫したりして進めていけるよう、時間に余裕をもつ。

園児の姿 予想される園児の反応 活動の中で経験している内容

・見に来てくれた人たちを迎える。

・発表会を進める。

・発表したり、発表を見たりする。

・発表を見てもらいたくて、友達や保育者に積極的

に歓迎の言葉をかける。

・見に来てくれた人たちとの言葉のやりとりや、場

に応じた言葉使いをすることを楽しむ。

・友達同士で考えを出したり協力し合ったりしなが

ら会を進める。

・友達同士で、互いの良さや頑張っているところを

認め合い言葉をかける。

連携に向けた保育士の援助（３つの視点との関連） 評 価

・異年齢の友達や全職員に、保育所生活で得た自分の得意なこと頑張ってできたこ

となどを発表したり、感謝の気持ちを伝えたりできるよう援助する。Ｂ

・口の開け方や姿勢に気を付けながら友達や保育者の前で話す場を設け、援助する。

Ａ Ｂ

・友達の発表を見て、認め合ったり協力し合ったりして会を進めていけるよう援助

する。Ｃ

・友達とやりとりし

ながら考えたり工

夫したりして会を

進めることを楽し

んでいる。

・自信をもって自分

を表現し、友達と

互いの良さや頑張

りを認め合い達成

感を味わってい

る。

幼児期からつながる小学校での学びや育ち

・互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合う。

・相手に応じて話す事柄を順序立て、ていねいな言葉と普通の言葉との違いに気を

付けて話す。

・友達と仲良くし、助け合う。

いらっしゃいませ 
こちらへどうぞ 

お客さんがいっぱいではずかしいな 

一緒にがんばって進めよう 

がんばって発表するぞ ○○ちゃんすごい！

上手になってるね！

ｒ！
場所がせまいから、ちょっとずらそう 



◆プログラムにつながる「ねらい」「主な１０の姿」「育てたい力」「保小連携の視点」について

記載することで、活動における意図を確認することになる。

◆「これまでの経緯」「環境の構成」「園児の姿」など、園児の姿をもとにして記載しているため、

小学校教職員にとっても分かりやすいものとなっている。 

◆保小連携の「３つの視点」との関連についても記号（Ａ、Ｂ、Ｃ）が明記されている。 

◆「幼児期からつながる小学校の学びや育ち」を記すことにより、子供の育ちの連続性を確保し

ていく視点が明確になっている。

スタートカリキュラム

小学校におけるスタートカリキュラム実施期を１０日間と設定し、この期間で小学校への適応を

めざしている。 

　スタートカリキュラム
時間 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

～

うきうき

タイム

入学式

（行事 ）

年生とあそぼう

オ２３Ａ Ｃ（学 ）

いちねんせいになっ

たよオ１４Ａ 生

あいさつ、健康観察、１日の予定、朝の準備（靴箱、ロッカー、机）、学習に入る前の心の準

備（チャイム、トイレ） イ１Ａ

ねらい：担任と心を通わせながら心を落ち着かせ、学級で安心感をもって学習に向かえるよう

にする。

いちねんせいになっ

たよ イ１Ａ 生

・はじめと終わりの

あいさつ

・名前を言う

・静かに待つ

・体操服の着替え方

身体測定

ア１Ａ Ｃ 行事

うたでなかよしにな

ろうコ２Ｃ 音

・歌・手遊び歌

みんなのせかい

ケ１Ｂ 国

・読み聞かせ

うたでなかよしにな

ろうコ２Ｃ 音

・歌・手遊び歌

はきはきあいさつ

ケ１２Ｂ 国

・あいさつ

・なぞなぞ

・読み聞かせ

うたでなかよしにな

ろうコ２Ｃ 音

・歌･手遊び歌･校歌

ほんがたくさん

ケ２Ｂ 国

・ことばあそび

・読み聞かせ

～

２～４

校時

休憩を含

み弾力的

な扱いを

する

せんせいあのね

コ３Ａ Ｃ 図

・すきなものなあに

・すきなものを教え

てあげる

絵を見せながら発表

・てるてる坊主作り

うたでなかよしにな

ろうコ２Ｃ 音

・歌・手遊び歌

みんなのせかい

ケ１２Ｂ 国

・聞き方、話し方

・手の挙げ方、発表

の仕方

なかよくなりたいな

（よろしくね・いちねん

せいになったよ）

ケ２Ａ Ｃ

国 生

・名前を書いてみよ

う

・自己紹介の練習

うたでなかよしにな

ろうコ２Ｃ 音

・歌・手遊び歌

みんなのせかい

ケ１Ｂ 国

・あいさつ

・いすの座り方

・返事

・教科書、筆箱の使

い方

どっちがおおいかな

ク１Ｂ 算

・算数セットの使い

方

・ゲーム

みんなであそぼう

アウ１４Ｂ Ｃ 体

・体育館の使い方

・鬼ごっこ

・ころがしドッジボ

ール

みんなであそぼう

アウ１４Ｂ Ｃ 体

・体育館の使い方

・鬼ごっこ

・タイヤ跳び

いちねんせいになっ

たよオ１４Ａ 生

・廊下の歩き方、整

列の仕方

・靴箱、傘かけの使

い方の確認

・登下校のルール

たのしいきゅうしょ

くイウ１Ａ Ｃ 学

・上級生の準備を見

学

・歯磨きの仕方・休

憩時間の過ごし方

の確認

しせいともちかた

ク３Ｂ 書

・運筆練習

たのしいきゅうしょ

くイウ１Ａ Ｃ 学

・給食の準備・食べ

方・片付け（手伝い

あり）

しせいともちかた

ク３Ｂ 書

・鉛筆の持ち方

・字をかく姿勢

・運筆練習

たのしいきゅうしょ

くイウ１Ａ Ｃ 学

・給食の準備・食べ

方・片付け（手伝い

あり）

いちねんせいになっ

たよオ１４Ａ 生

たのしいきゅうしょ

くイウ１Ａ Ｃ 学

・給食の準備・食べ

方・片付け 手伝い

あり

～

掃除

５校時

帰りの

準備

終わり

の会

そうじのしかたをか

んがえよう

イウ４Ａ 学

いちねんせいになっ

たよケ３Ａ 生

・絵本の読み聞かせ

帰りの準備・終わり

の会

いちねんせいになっ

たよオ１４Ａ 生

・掃除の仕方を見学

・トイレ、水道の使

い方

・ロッカーや机の中

の整頓等

帰りの準備・終わり

の会

帰りの準備・おわり

の会

交通安全教室

エ４Ａ（行事１）

集団下校

そうじのしかたをか

んがえよう

イウ４Ａ 学

・教室掃除の仕方

いちねんせいになっ

たよオ１４Ａ 生

帰りの準備・終わり

の会

大切に

したい

こと

○楽しみながら小学校生活に慣れるような活動を行う。

・保育所の朝の活動に関連づけて、うきうきタイムを設定する。

（歌や手遊び、ことば遊び、本の読み聞かせなど時間帯で取り組む。）

☆幼児期の終わりまでに育ってほしい姿【健康な心と体…ア 自立心…イ 協同性…ウ 道徳性・規範意識の芽生え…エ 社会生活との関わり…オ

思考力の芽生え…カ 自然との関わり・生命尊重…キ 数量等への関心・感覚…ク 言葉による伝え合い…ケ 豊かな感性と表現…コ】

☆日野町学びの基礎を育むプログラム≪育てたい４つの力≫【基本的な生活習慣…１ コミュニケーション力…２ 自尊感情…３ セルフコントロール力…４】

☆保小連携３つの視点 【学校生活適応…Ａ 学びの連続性…Ｂ 互恵性…Ｃ】
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◆担任だけではなく、全職員、また全校での連携体制を整え、一人一人の子供を丁寧かつスムー

ズに小学校生活にシフトチェンジできるよう内容を吟味して構成している。

◆弾力的な時間設定であり、合科的・関連的な学習を工夫している。

◆１年間の保育園における長期研修者（小学校教員）の経験をもとに「大切にしたいこと」の項

目を設け、子供にとって負担のない経験を積み上げ、楽しみながら学習活動へ移行できるよう

に工夫している。

1年生の各教科・領域における実践 

算数科の例 

◆スタートカリキュラムの実践のため、1年生の全教科・全領域における具体的な活動案を作成

し、誰が担任となっても実践可能なものとなっている。

《成果と課題》 

  成果 

組織をつなぐ 

・行政のリーダーシップのもと連携推進体制の整備及び日野町保小中一貫教育推進委員会による推 

進体制の確立が図られた。そのため、園と小中学校教職員一人一人が所属意識を持ち、主体的に 

連携推進を行うための組織力の向上が見られる。 

人をつなぐ 

・保育所・小学校の教職員が、イメージ図をもとに、「保小連携プログラム」の共通イメージをも

って連携推進に向かっている。交流活動前後の打合せ、保育参加・体験や授業参観後の協議等で

も子供の姿や学びや育ちの視点で協議できるようになり、相互理解が確実に進むことになった。 

教育をつなぐ 

・「保小連携プログラム」の作成・発行により、幼児期の教育と小学校教育の具体的なつながりが

より明確になっている。幼児期の豊かな体験をもとに、小学校で積み上げていく教育内容をカリ

キュラムに位置付け、実践の深まりが見られる。

課題 

・具体的な実践についての記録を検証しながら、誰が担任になっても一人一人の子供の良さをのば

すことができる具体的なカリキュラムを検討していく必要がある。

・本年度発行した「保小連携プログラム」を評価・改善し、園・小学校教職員の主体的な取組によ

る推進体制の一層の向上を図る。 
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- 47 -

算 数 科
単元名 どっちがおおいかな

目 標 ものの集まりに着目し、１対１対応などにより数の多少が判断できる。

活動のねらい 主な学習活動 合科・関連

○これから学ぶ算数に対して、

興味、関心と大きな期待をも

ち、積極的に学ぶ意欲と態度を

もつ。

①教科書を見て気付いたことを話す。

②２つのものの集まりの要素を１対１に対応づけ、数の多

少を調べる。

③２つのものの集まりを数図ブロックに置き換え、数図ブ

ロック同士を１対１に対応づけて、数の多少を調べる。

（算数セットの使い方・算数セットを使ったゲーム）

単元名 かずとすうじ

目 標

○具対物と半具対物 数図ブロック とを対応させながら までの数につ

いて、集合数 計量数 としての理解ができる。

○５までの数について、よみ方やかき方を理解し、大小判断や合成・分解

ができる。

○ までの数のよみ方やかき方を理解し、大小判断ができる。



（３）鳥取市の事例 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○鳥取市立醇風小学校区幼保小連携推進計画の作成・実施 

園と学校が組織としてつながるため、取組を推進する連携推進計画を作成している。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
        
 
     
 
 
 
 
 

 
 

【取組の特徴】 
鳥取県東部に位置し、人口は約１９.１万人である。  
鳥取市教育委員会がモデル地域に選定した１小学校区の３園・小学校（鳥取市立醇風小学校、

鳥取第二幼稚園・おひさま保育園、鳥取市立みたから保育園、むつみ保育園）が相互理解を基

盤とした幼保小連携の取組を推進している。この成果を鳥取市全域の各園（６０園）、小学校

（４４校）、中学校（２１校）などに普及することを通して、市内における円滑な幼保小接続に

向けた取組の深化・充実をめざしている。 

醇風小学校区の連携推進体制 

◆平成２６年度より小学校が中心

となって体制整備 

◆校長と各園長で「幼保小連携協

議会」を組織。隔月開催（年５

回）。各園や学校の取組状況等の

情報交換による取組を総括して

いる。 

◆１・２年生担任、教頭、４・５

歳児担任、副園長で幼保小連絡

会を組織（年３回）。児童・園児

に関する情報交換、交流活動の

打合せ、就学に向けての引継ぎ

等を行っている。 

幼保小連携推進委員会 

◆小学校１年担任、各園代表１名、鳥取市教育員会事務局指導主事で組織。接続カリキュ

ラム編成や実践を共有する場として、平成２８年度に立ち上げた。不定期開催。 
◆校区で共有した「就学前後に校区で育てたい子どもの姿」をもとに、幼保小の教職員が

学びのつながりを意識した接続カリキュラムの編成や共通実践、交流活動についての協

議を行っている。 
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○視覚化された接続カリキュラムの編成 

平成２８年度より「幼保小連携推進委員会」において、接続カリキュラム（アプローチカリキ

ュラム、スタートカリキュラム）を編成している。共通する項目を色分けして統一するなど、視

覚化されたカリキュラムである。 

 

アプローチカリキュラム 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 

※２ 
※３ 

接続カリキュラム （　鳥取第二幼稚園おひさま保育園　）

１０月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 ６月 ７月

【健康な体づくり】
食育・運動・安全・

生活習慣
【体】

【豊かな人間性づくり】
自己発揮・協同性・

きまり
【徳】

【学びの基礎づくり】
意欲・探究心・表現 【知】

　 ・幼保小連絡会
・教員保育体験
・保育公開

（教育目標）
『生きる力があふれる子ども』の育成　　～あかるく・やさしく・たくましく～

職員の連携 ・学習参観（小学校）

・園の取り組み、子どもの姿・育ち、課題を伝え、共有する。（保育参観・個別懇談）・生活習慣の見直し・就学に向けての取り組みの協力を依頼する。（学年便り・学級懇談会）・個々の成
長段階や発達を共通理解し、それぞれの良さと捉えながら、子育てをしていけるよう連携を図る。・就学に向けての保護者の期待や不安を知り、園での活動や小学校との交流の様子を
知らせる等の対応をする。

・学年、学級懇談　　・家庭訪問　　・学校、学年行事　　・個別懇談
・学年、学級通信　　・連絡ノート　　・授業参観

①自分の思いを言葉で伝えたり、人の話を聞き、伝え合う。
②
③遊びの中で、工夫したり試したりしながら遊ぶことを楽しむ。
【・制作（自然物を使ったリース作り）・クッキング（栽培物の収穫・自
分達で計量）　】

①人の話を最後まで聞き、理解して行動する。
②遊びを通して、文字や数への興味関心を高める。
③
【・すごろく・トランプ・郵便ごっこ・絵本作り・アルバム作り・○○組カ
ルタ作り　】

①　学習に必要なきまりを知り、守る。（学習規律）
②「わかった」「できた」という喜びを感じ、進んで生活や学習をし
ようとする。
③　生活や学習のなかで、いろいろな方法を考えたり工夫したり
することを楽しむ。

【　探検、観察、栽培活動、読書、係活動　】

１　集団の中での約束やきまりがわかり、見通しを持って、行動したり生活したりすることができる。
２　友だちと積極的に運動遊びに取り組み、競い合ったり、みんなで簡単なルールを作ったりして遊ぶことを楽しむことができる。
３　自分の感じたことを友だちにわかるように伝え、友だちの思いを受け入れる。
４　共通の目的を持ち、友だちと役割分担をして、互いに考えや意見を出し合い協力して遊びや生活を進める。
５　考えたり工夫したりして遊び、困難に感じることがあっても諦めないで取り組む。

①　自分の気持ちを伝え、いろいろな友だちと進んで関わろうとす
る。
②　友だちの考えを知り、折り合いをつけて生活する。
③　学校生活のきまりを守り、みんなで使う物や場所を大切にす
る。

【　清掃活動、当番活動、縦割り活動、休憩　】

児童と園児の交流

・いろいろなことに興味を持ち、挑戦しようとする。
・自分の思いを上手に伝えたり、相手の気持ちを受け止めたりできない
ときがある。
・自分で考えて活動したり、粘り強く最後まで取り組んだりすることに消
極的である。

1　新しい集団の中でのきまりを理解し、見通しを持って活動する。
２　友だちと進んで関わろうとし、教師や友達との生活を楽しむ。
３　自分の気持ちを伝えたり友達の思いを受け止めたりしながら、人間
関係を広げる。
４　互いに考えや意見を出し合い、協力して活動する。
５　興味・関心を大切にし、困難なことがあっても諦めずに最後まで取り
組む。

実態

育てたい子どもの姿

環境構成・留意点

家庭連携

・いろいろな運動遊びに興味をもち、楽しむことができるよう遊びの場や用具などを整える。
・友達と共通のイメージをち、思いや考えを伝え合えるよう仲立ちしたり、一緒に考え環境を
整えたりしながら、遊びが充実するようにする。
・身近な自然物を遊びに取り入れることができるように環境構成をする。また、クッキングで
は、自分達で作りたいものを相談して決めたり、レシピを見ながら自分で計量したりできるよ
う用具や材料を準備する。

・自分なりに目標をもって十分に運動遊びに取り組むことができるよう、時間と場を確保す
る。また、頑張りを認め、自信と次への意欲をもたせる。
・時計やスケジュール表示を工夫しながら、生活に見通しがもてるようにする。
・目的に向かって自分達で遊びを進めていくことができるよう、子ども達の考えや思いを大切
にし、友達と思いを伝え合ったり、協力したりする楽しさを味わえるようにする。
・遊びの中で、文字や数を使って遊ぶ楽しさや必要性に気付かせていく。

・学習活動が理解しやすいように、具体物を使う。
・モジュール学習を取り入れる。
・新しい集団になれるために、ゲームを通して友達との関わりを増やす。
・生活の中でトラブルが生じたときに、自分の気持ちを伝えることができ
るように支援をする。
・視覚的な支援をする。（手順、写真、シール、カード）

・城北小5年生との交流会（11月・2回：ゲーム遊び・保育体験）　　　　　　　・城北小1年生との交流会（2月：1年生の授業参観・学校めぐり）
・醇風小5年生との交流会（12月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・各小学校体験入学

・幼保小連絡会　　　　　　　　　・新１年生の情報交換
　　　　　　　　　　　　　　　・城北小教員による保育参観（３月：年長組）

　・城北校区・醇風校区　保幼小連絡協議会
（卒園児情報交換・交流会について・カリキュラムについて）

①　安全に過ごすための生活のきまりを理解して、気をつけて生
活しようとする。
②　時計を意識して見通しを持って生活する。
③　自分の目標を持ち、いろいろな運動に挑戦したり、繰り返し取
り組んだりする。

【　時間割、モーニングＲＵＮ、給食、集団下校　】

・自分の思いを言葉で伝えられなかったり、一方的に自分の思いを主張しようとし、相手の気持ちを考えたり、折り合いをつけたりしながら
自分の考えや思いを伝えようとする姿が少ない。
・いろいろな遊びや環境に興味を持って意欲的に取り組もうとする。しかし、興味が持続せず、遊びの発展や継続が乏しい。
・生活の決まりを守れず、次の活動への切り替えができにくい子どもがいる。また、保育教諭からの指示を待つ傾向がある。
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①　自分たちで生活の場を整えながら、一日の生活の流れを意識し
て行動しようとする。
②
③競い合ったり、協力したりして友達と一緒に体を動かすことを楽し
む。
【　サッカー・リレー・縄跳び・ボールつき・鉄棒・マラソン大会・すもう
交流（第２回）】

①自分の思いや考えを相手に伝え、友達の思いを受け入れる。
②友達と考えを出し合い、役割分担をしながら遊びを進める。
③
【お店屋さんごっこ・劇遊び・すもうごっこ・クリスマスパーティー・異年
齢交流】

①自分で考え判断し、見通しを持って生活する。
②
③自分なりに目標を持ち、いろいろな運動に挑戦したり、繰り返し楽
しむ。
【クラス対抗ドッジボール大会・マラソン大会（第2回）・鉄棒・縄跳び・
すもう交流(第３回）】

①互いに思いを伝え合い、友達と折り合いをつけながら遊ぶ。
②共通の目的をもち、友達と一緒にやり遂げる喜びを味わう。
③
【スケジュール表（一週間・一日）・当番活動・ピカピカタイム】

接続カリキュラム （　　みたから保育園　　）

１０月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 ６月 ７月

【健康な体づくり】
食育・運動・安全・

生活習慣
【体】

【豊かな人間性づくり】
自己発揮・協同性・

きまり
【徳】

【学びの基礎づくり】
意欲・探究心・表現 【知】

・幼保小連絡会 ・幼保小連絡会 ・新１年生の情報交換 　 ・幼保小連絡会
・教員保育体験
・保育公開

（保育方針）
・生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、健康でしなやかな心と体を育てる
・いろいろな遊びや活動を通し、人とのかかわりを深めながらともに支えう仲間づくりをする

職員の連携 ・学習参観（小学校）

子どもの成長を実感できたり、楽しく子育てができるような行事の計画や連絡ノート、送迎時等を通して細やかな連携を心がける
就学にむけてこころ構えや準備等を丁寧に伝え、期待感や意欲をもって就学に臨めるようの支援していく

・学年、学級懇談　　・家庭訪問　　・学校、学年行事　　・個別懇談
・学年、学級通信　　・連絡ノート　　・授業参観

①身近動植物や自然現象に興味や関心をもち遊びにとりいれようと
したり、き興味をもって調べたりする
②遊びや生活の中で、気付いたり、発見したことを工夫したりして追
及する面白さを感じる、
③日常生活の中で数や文字に関心をもち生活に取り入れる。

【　園外保育・菜園活動・自然物を使った遊び・製作遊び・かるたづく
り】

①身近な環境に自ら関わり考えたり、工夫したりして遊び
②興味や関心のある事を探究したり、繰りかえし挑戦したりする
③思った事や感じた事を絵や言葉で表現する

【　科学遊び・絵本づくり・製作遊び・迷路づくり・こま回し・けん玉・郵
便やさんごっこ】

①　学習に必要なきまりを知り、守る。（学習規律）
②「わかった」「できた」という喜びを感じ、進んで生活や学習をし
ようとする。
③　生活や学習のなかで、いろいろな方法を考えたり工夫したり
することを楽しむ。

【　探検、観察、栽培活動、読書、係活動　】

１　集団の中での約束やきまりがわかり、見通しを持って、行動したり生活したりすることができる。
２　友だちと積極的に運動遊びに取り組み、競い合ったり、みんなで簡単なルールを作ったりして遊ぶことを楽しむことができる。
３　自分の感じたことを友だちにわかるように伝え、友だちの思いを受け入れる。
４　共通の目的を持ち、友だちと役割分担をして、互いに考えや意見を出し合い協力して遊びや生活を進める。
５　考えたり工夫したりして遊び、困難に感じることがあっても諦めないで取り組む。

①　自分の気持ちを伝え、いろいろな友だちと進んで関わろうとす
る。
②　友だちの考えを知り、折り合いをつけて生活する。
③　学校生活のきまりを守り、みんなで使う物や場所を大切にす
る。

【　清掃活動、当番活動、縦割り活動、休憩　】

児童と園児の交流

・いろいろなことに興味を持ち、挑戦しようとする。
・自分の思いを上手に伝えたり、相手の気持ちを受け止めたりできない
ときがある。
・自分で考えて活動したり、粘り強く最後まで取り組んだりすることに消
極的である。

1　新しい集団の中でのきまりを理解し、見通しを持って活動する。
２　友だちと進んで関わろうとし、教師や友達との生活を楽しむ。
３　自分の気持ちを伝えたり友達の思いを受け止めたりしながら、人間
関係を広げる。
４　互いに考えや意見を出し合い、協力して活動する。
５　興味・関心を大切にし、困難なことがあっても諦めずに最後まで取り
組む。

実態

育てたい子どもの姿

環境構成・留意点

家庭連携

・なかよくなろう集会　　　　　　　　　　　　　　　　　・おもちゃまつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかしのあそびまつり

・自分なりのめあてをもって取り組み、自分の力を発揮できるように必要な遊具を準備した
り、安全に遊べる場を確保したりする。
・季節に応じて栽培、収穫の喜びを感じ、自ら調理する機会を多く持ち、食への関心や健康
な体づくりへの意識を高めていく。
自然に触れ合う実体験を遊びの中に多くとりいれるとともに、身近な動植物や自然に関する
絵本や図鑑などに振れやすい環境を千整え、遊びの「体験と結び付けながら探究心を育て
ていく

・子ども同士で話し合ったり、考えたりする機会を多くつくり、お互いの頑張りを認めあい、自
分の思いや考えを言いやすく友達の思いや考えを受け入れやすい雰囲気づくりを心掛ける
・十分に遊びこむことができるよう時間や空間を確保したり、必要な材料を準備したりして環
境整えそれぞれのイメージを大切にしながら、友だちとの遊びを楽しめるように仲立ちをして
いく。

・学習活動が理解しやすいように、具体物を使う。
・モジュール学習を取り入れる。
・新しい集団になれるために、ゲームを通して友達との関わりを増やす。
・生活の中でトラブルが生じたときに、自分の気持ちを伝えることができ
るように支援をする。
・視覚的な支援をする。（手順、写真、シール、カード）

①　安全に過ごすための生活のきまりを理解して、気をつけて生
活しようとする。
②　時計を意識して見通しを持って生活する。
③　自分の目標を持ち、いろいろな運動に挑戦したり、繰り返し取
り組んだりする。

【　時間割、モーニングＲＵＮ、給食、集団下校　】

・夜型になり睡眠が不十分だったり、朝ごはんを食べていなかったりして、生活リズムが整っていない子どもがいる。
・自分の思いや考えを言葉で表現し、相手の思いに寄り添いながら話したり、聞いたりするなど、コミュニケーションの力が弱い。
・積極的に身体を動かして遊び、挑戦してやり遂げようとする子どもが増えてきたが、バランスが保てなかったり、足腰の力が弱かったりす
る子どもがいる。
・やってみたいという探究心があり、様々なことに興味がでてきているが、工夫したり試したりすることができにくい。
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①体を動かす楽しさを感じ、自分なりのめあてをもって繰り返しいろ
ぴろな運動遊びに取り組む。
②生活の流れに見通しをもって行動しようとする。
③ルールの必要性や危険なことに気づき、意識して行動しようとする
【　チャレキング　・縄跳び・鉄棒・当番活動・ピカピカデー・クッキン
グ・交通安全教室】

①友だちとの考えを聞いたり、自分の考えを話したりして伝えるうれ
しさを感じる
②友達と役割分担をし、互いに考えを出し合い協力して遊びや生活
を進める
③自分の考えと相手の違いに気付き、折り合いをつけて遊びをすす
める

【当番活動・協同製作・合奏・劇遊び・おみせやさんごっこ・おたのし

①友だちと競い合ったり、ルールを考え、遊びを広げながらみんなで
十体を動かして遊ぶことを楽しむ。
②時間を意識しながら生活に見通しをもち、場や状況にあった行動
をしようとする。
③友だちと一緒に生活や遊びのルールをつくり、守りながら安全に
行動しょようとする
【　おにごっこ・リレー・ドッジボール・サッカー・当番活動・ピカピカ
デー・地域行事の参加】

①友だちみんなで活動する楽しさや連帯感を感じながら自分のちか
らを発揮をする
②友だちと共通の目的にむけて遊ぶなかで、一緒に進めていく楽し
さややりとげた満足感をあじわう
③自分の意見を伝えたり、相手の意見を認めたりしなが、お互いを
受け入れ合う
【千レンジデー・作ってあそぼう・卒園アルバム・卒園製作づくり　】

接続カリキュラム （　　むつみ保育園　　）

１０月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 ６月 ７月

【健康な体づくり】
食育・運動・安全・

生活習慣
【体】

【豊かな人間性づくり】
自己発揮・協同性・

きまり
【徳】

【学びの基礎づくり】
意欲・探究心・表現 【知】

・幼保小連絡会 ・幼保小連絡会 ・新１年生の情報交換 　 ・幼保小連絡会
・教員保育体験
・保育公開

（保育方針）
　仲間とともに生き生きと活動し、心豊かでたくましい子どもを育成する

職員の連携 ・学習参観（小学校）

・良い面や成長している姿を伝える（個別懇談）　　　　　・保護者の期待や不安に寄り添う（クラス茶話会）
                                                                                                                        ・集団の中での育ちを伝える（保育参観）

・学年、学級懇談　　・家庭訪問　　・学校、学年行事　　・個別懇談
・学年、学級通信　　・連絡ノート　　・授業参観

①五感を使った遊びを通して、感じたり考えたり工夫して遊びを発展
させようとする。
②日常生活の中で、数や文字に関心を持ち、生活に取り入れる。
③生活や遊びを通して、感じたことや考えたことなどを自由に描いた
り、作ったり、演じたりして遊ぶ。
　【草花、どんぐりなど自然物を使った遊び、劇遊び、楽器遊び】

①最後まで関心を持って聞き、理解して落ち着いて行動する。
②いろいろな材料を使い、考えたり試したりし工夫して遊ぶ。
③小学校へ期待を持ち、意欲的に生活する。

【トランプ、すごろく・かるた作り、なぞなぞ、しりとり】

①　学習に必要なきまりを知り、守る。（学習規律）
②「わかった」「できた」という喜びを感じ、進んで生活や学習をし
ようとする。
③　生活や学習のなかで、いろいろな方法を考えたり工夫したり
することを楽しむ。

【　探検、観察、栽培活動、読書、係活動　】

１　集団の中での約束やきまりがわかり、見通しを持って、行動したり生活したりすることができる。
２　友だちと積極的に運動遊びに取り組み、競い合ったり、みんなで簡単なルールを作ったりして遊ぶことを楽しむことができる。
３　自分の感じたことを友だちにわかるように伝え、友だちの思いを受け入れる。
４　共通の目的を持ち、友だちと役割分担をして、互いに考えや意見を出し合い協力して遊びや生活を進める。
５　考えたり工夫したりして遊び、困難に感じることがあっても諦めないで取り組む。

①　自分の気持ちを伝え、いろいろな友だちと進んで関わろうとす
る。
②　友だちの考えを知り、折り合いをつけて生活する。
③　学校生活のきまりを守り、みんなで使う物や場所を大切にす
る。

【　清掃活動、当番活動、縦割り活動、休憩　】

児童と園児の交流

・いろいろなことに興味を持ち、挑戦しようとする。
・自分の思いを上手に伝えたり、相手の気持ちを受け止めたりできない
ときがある。
・自分で考えて活動したり、粘り強く最後まで取り組んだりすることに消
極的である。

1　新しい集団の中でのきまりを理解し、見通しを持って活動する。
２　友だちと進んで関わろうとし、教師や友達との生活を楽しむ。
３　自分の気持ちを伝えたり友達の思いを受け止めたりしながら、人間
関係を広げる。
４　互いに考えや意見を出し合い、協力して活動する。
５　興味・関心を大切にし、困難なことがあっても諦めずに最後まで取り
組む。

実態

育てたい子どもの姿

環境構成・留意点

家庭連携

・なかよくなろう集会　　　　　　　　　　　　　　　　　・おもちゃまつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかしのあそびまつり

・自分なりの目標を持って取り組み、力を発揮して遊ぶことができる
ように、運動遊びに必要な遊具を準備したり場を確保したりする。
・相手の思いを聞いて受け入れながら遊ぶ姿を言葉に出して認め、
自信を持ってかかわっていけるようにする。
・秋の自然物を使い遊びに取り入れて楽しめるよう様々な材料を用
意したり、遊びのアイデアを一緒に考えながら遊べる時間を確保した
りする。
・不思議に感じた事や身近な自然物に興味を持った時に自ら調べる
ことができるよう図鑑や本を用意しておく。

・遊び道具や素材など、自分で選んで遊び出せるように準備してお
き、自由に使ったり、友だちと誘い合って遊んだりできるようにしてお
く。
・活動の始まりと終わりや、生活の流れが意識できるよう、事前にス
ケジュールを伝え、見通しを持って過ごせるような言葉かけをする。
・友だち同士のかかわりの中で困った事や失敗することも経験しな
がら自分たちで考えたり話し合ったりできるように促し、解決する力
を育てていく。
・遊びや生活の中で子どもたちが、必要だと感じて数えたり量を比べ
たり形を組み合わせたりして数や量に触れる経験を積み重ねていけ
るようにする。

・学習活動が理解しやすいように、具体物を使う。
・モジュール学習を取り入れる。
・新しい集団になれるために、ゲームを通して友達との関わりを増やす。
・生活の中でトラブルが生じたときに、自分の気持ちを伝えることができ
るように支援をする。
・視覚的な支援をする。（手順、写真、シール、カード）

①　安全に過ごすための生活のきまりを理解して、気をつけて生
活しようとする。
②　時計を意識して見通しを持って生活する。
③　自分の目標を持ち、いろいろな運動に挑戦したり、繰り返し取
り組んだりする。

【　時間割、モーニングＲＵＮ、給食、集団下校　】

・明るくひとなつこく様々な事に興味がある。
・積極的に体を動かして遊び、少し難しいことにも挑戦して粘り強くやり遂げようとする力が育ってきている。
・遊びの中で工夫したり試したりすることができにくい。
・自分の思いや考えを言葉で表現したり自己主張をしたりすることはできるが、相手の思いに寄り添いながら話したり聞いたりするなど、や
りとりが上手くいかないことがある。
・夜型になり睡眠が不十分だったり、朝ごはんを食べていなかったりして、生活リズムが整っていない子どもがいる。

定
着
さ
せ
た
い
力
 

お
よ
び
 

活
動
・
遊
び

①食事、着脱、排泄など、生活に必要な活動を自分でする。
②積極的に運動遊びに取り組み、競い合ったりルールを作って遊ん
だりする中で、体力をつける。
③ルールの必要性や危険なことに気づき、安全に行動しようとする。

【サッカー、跳び箱、リレー、縄跳び、おにごっこ　】

①友だちと積極的にかかわり、相手の気持ちを考える。
②自分の経験したことや困っていることを相手にわかるように話す。
③友だちと共通の目的を持ち、ルールを守りながら遊びを楽しむ。

【お店屋さんごっこ、エコ遊び、給食当番、とんとん隊、伝言ゲーム、
異年齢交流】

①生活の流れを予測して、準備や片づけをする。
②自分なりの目標を持ち、挑戦したり、繰り返し取り組んだりする。
③よいことや悪いことがわかり、きまりを守ろうとする。

【グループ対抗しっぽ取り、ドッジボール、チャレンジ大会】

①自分の感じたことや考えたことを伝え、友だちの思いも受け入れて
折り合いをつけて遊ぶ。
②異年齢の友だちの様子に気づき、声をかけたり優しくしたりする。
③友だちと役割分担をし、互いに考えを出し合いながら、遊びや生活
を進める。

【ゆうびんごっこ、あいさつ当番、ゴミ集め】

※１ 

※２ ※３ 
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    ◆校区の子供たちの実態を踏まえ、小学校と各園が共通の方向性を示すものとして、就学前後

に校区で「育てたい子どもの姿」を示している。（※１） 

    ◆「定着させたい力」の３つの観点（「健康な体づくり」「豊かな人間性づくり」「学びの基礎

づくり」）を統一して示し、共通して育てたい力・姿を明らかにしている。視点は、共通で

あるが、各園の実態に合わせて活動内容等が工夫されている。 

◆定着させたい力として「【健康な体づくり】食育・運動・安全・生活習慣」「【豊かな人間性

づくり】自己発揮・協同性・きまり」「【学びの基礎づくり】意欲・探究心・表現」の３つの

観点と１０の視点を示している。その力を色分けして視覚的に分かりやすくしている。 

◆就学前後に校区で「育てたい子どもの姿」（※１）をもとに、各園が自園の保育・教育目標

等に照らし合わせながら、定着させたい力やそれを育む活動や環境の構成等を検討し、編成

している。（※２） 

◆３園のアプローチカリキュラムに共通して小学校における「育てたい力及び活動・遊び」等

が位置付けられている。 

 

アプローチカリキュラムの実践事例 
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